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 １ 総合戦略改訂の趣旨、必要性

P1

■総合戦略は人口減少を主眼とした取り組むべき施策を示しており、計画期間は名寄市総合計画と連動しているため、中期基
本計画が終了する令和４年度までとしている。

■総合戦略は策定義務はないものの、国や道の計画に沿って策定するように努めることとなっており、地方創生関係交付金や
企業版ふるさと納税を活用するためには策定が必要である。
国や道の総合戦略との関係
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地方創生関係交付金、企業版ふるさと納税が活用可能に

■切れ目なく支援を受けるためには、総合戦略の改訂が必須。

総合計画
人口減少対策



 ２ 総合戦略改訂の懸案事項

P2

■国は現総合戦略をデジタル田園都市国家構想総合戦略に改める方針を出しており、今後、地方においてもデジタル施策を盛
り込んだ総合戦略改訂が求められる見通しである。

（参考）国のデジタル田園都市国家構想総合戦略の策定方針

本市含めた現況
 現総合戦略の計画期間が今年度で終了するこ
とから今年度中の改訂作業が必要だが、国のデ
ジタル田園都市国家構想総合戦略の始期および
道の改訂作業は次年度と想定される。
 また、本市では次年度が始期の名寄市DX推進
計画が策定作業中である。
 これらの計画と整合性を図った総合戦略を策
定するためには、次年度にも改訂することが必
要となる。



 ３ 国のデジタル施策について

P3

■国の取組方針に「デジタル田園都市国家構想交付金」による支援があり、令和５年度において地方創生関係交付金に加え、
デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向けた取組を交付金により支援予定。

Type1については、他の地域等
で既に確立されているモデル・
サービスを活用して取組を行
うものに対して支援される交
付金であり、本市でも活用に
向けて検討している。

他地域での事業例）
・書かない窓口
・地域通貨
・スマート農業
・防災DX
・MasS など

今後、マイナンバーカードに健康保険証およ
び運転免許証が一本化されるなどマイナンバー
カードの更なる普及が見込まれており、デジタ
ル基盤整備を行うためにはマイナンバーカー
ドの普及・拡大が必須とされている。交付金の
採択にはマイナンバーカード普及率が勘案され
る可能性が示されていることからマイナンバー
カード普及に向けた取組も行う必要がある。



 ４ 改訂の方向性について（まとめ）

P4

■現総合戦略が今年度までの計画期間のため、企業版ふるさと納税など切れ目のない支援を受けるためには今年度中に改訂作
業が必要。
■国・道の総合戦略に沿った計画にする必要があるが、新たな総合戦略の国の始期および道の改訂作業は次年度と想定される。
■現在のところ令和５年度当初予算概算要求で示されているデジタル交付金は交付金活用予定事業の総合戦略記載要件はない
とされているが、今後、新たなデジタル関連交付金の創設が見込まれるなか、総合戦略に記載されている事業が交付金申請
要件になる可能性がある。

以上のことから、今年度は、総合計画後期基本計画の内容に沿い、かつ企業版ふるさと納税の活用に向け
た内容を追加した一部改訂を行うこととし、次年度改めて国・道の新たな総合戦略及び本市DX推進計画と
整合を図り、デジタル関連交付金活用が可能となる改訂を目指すこととしたい。

４年度 ５年度
国 新総合戦略スタート

道 総合戦略改訂

名寄市 総合計画後期基本計画策定に伴う改訂 国・道の新たな戦略を踏まえ再改訂


